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今
年
も
劣
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
劣
定
期
大
会
を
通
常
開
催

す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
状
況
と
な
り
劣
２
年
連
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

な
り
ま
し
た
劤
今
年
は
前
年
の
経
験
を
踏
ま
え
劣
密
対
策
と
し
て
中
央
書
記
局

を
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
変
更
し
劣
各
地
区
本
部
の
事
務
所
と
繋
い
で
劣
第

62
回
定
期
大
会
を
行
い
ま
し
た
劤 

例
年
実
施
し
て
い
る
定
期
大
会
の
形
式
と
は
異
な
る
た
め
劣
規
約
に
則
勂
た

定
期
大
会
と
す
る
べ
く
助
質
疑
応
答
の
事
前
集
約
努助
チ
勐
勏
ト
機
能
を
活
用
し

た
資
格
審
査
努
と
い
勂
た
様
々
な
工
夫
を
し
た
結
果
劣
第
62
回
定
期
大
会
は
無

事
に
成
立
・
開
催
さ
れ
ま
し
た
劤 

今
後
も
税
関
労
組
と
し
て
活
動
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
助
活
動
経
過
報
告
努

助
運
動
方
針
努
等
劣
事
前
集
約
し
た
質
疑
応
答
の
審
議
を
経
て
劣
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
劤 

第６２回定期大会を開催！！ 
９
月
17
日
协
金
卐
劣
第
62
回
定
期
大
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
劤

今
号
で
は
大
会
の
模
様
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
劤 

議長を務めていただいた 
神戸地区本部長谷川代議員 

ま
た
劣
役
員
改
選
に
お
い
て
も
劣

大
会
議
長
及
び
選
挙
管
理
委
員
長

の
ス
ム
勖
ズ
な
進
行
に
よ
り
劣
第

62
期
執
行
委
員
が
信
任
さ
れ
ま
し

た
劤 大

会
の
締
め
括
り
に
劣
助
税
関
職

員
の
処
遇
改
善
劣
定
員
確
保
を
勝
ち

と
る
決
議
努
助
公
平
で
民
主
的
な
公

務
員
制
度
の
確
立
を
求
め
る
決
議
努

及
び
助
大
会
宣
言
努
が
採
択
さ
れ
助
健

康
で
明
る
く
働
き
が
い
の
あ
る
職

場
努
助
ゆ
と
り
・
豊
か
さ
が
実
感
で

き
る
生
活
努
を
実
現
す
べ
く
劣
組
織

の
総
力
を
結
集
し
劣
組
織
率
の
向

上
劣
人
材
の
育
成
を
進
め
劣
断
固
闘

い
抜
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
劤 

最
後
に
倉
本
中
央
執
行
委
員
長

の
力
強
い
助
団
結
ガ
ン
バ
ロ
勖
努
で
劣

大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
劤 

各
地
区
本
部
か
ら 

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
で
の 

団
結
ガ
ン
バ
ロ
勖
の
様
子 

総合司会及び活動経過報告を行う 
鈴木書記長 

議長を務めていただいた 
門司地区本部河野代議員 
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皆様、お疲れ様です。 

コロナ禍において、日ごろの組合活動も大変な中、大会に出席いただき誠にありがとうございます。

私から現在の中央情勢、今後の活動等について本日の活動経過報告や運動方針案でも細かくお伝えしま

すが、組合員の皆様の関心の高い事項を何点かお話させていただき、挨拶に代えたいと思います。 

まず、組合員の関心が一番高い事項として、賃金の問題があります。昨年は、異例中の異例で、人事

院勧告が２回に分かれました。今後のコロナ禍の影響により、この先の労働組合としての賃金の活動が

どのようになっていくのかという不安もありました。ただ、その中においても上部団体に結集し、なん

とかベースアップや維持というものを勝ち取ることができました。 

コロナ禍２年目の人事院勧告については、まだ法整備はされていませんが、厳しい情勢を押し戻すと

いうところまではいけずとも、維持という形で、なんとか労働組合としての賃金に対する活動として一

定の成果を出せたと認識しております。 

今後の懸念として、先般、菅総理が任期満了による総裁選の不出馬を表明しました。通常であれば、

秋のこの時期に給与関係閣僚会議を開催し、人事院が勧告した内容が直ちに臨時国会で給与法の改正法

案という形で進み、年末にしっかりと調整され、来年４月から我々の給与に反映されるという形になる

ところです。しかし、上部団体や関係議員からの情報では「秋の臨時国会での法案がかなり難しいので

はないか」「自民党総裁選があり、そのあと衆議院総選挙という中で、報道にもあるように 10 月４日に

臨時国会を召集しても、法案スケジュールが厳しい」などと話を聞いており、年内の給与法改正案の成

立がかなり難しいという状況になっております。しかしながら、そういった情報をいち早く察知し、公

務労協、公務員連絡会、国公連合としては、最悪でも年明けの通常国会で、給与法改正に向けて全力で

頑張っていくことを確認しております。 

次に皆様の関心の高い事項としましては、定員の問題、級別定数の問題がございます。定員に関しま

しては、訪日観光立国政策もあり、オリパラで一定数の定員が増え、過去最高の定員を獲得しました。

しかし、現場からは、まだまだ職員が足りない、我々の働きに見合った処遇が行き届いていない、いわ

ゆる級別定数が足りないといった声も非常に多くあがっております。コロナによって、旅具の職場では

旅客数が少ない等、色々な影響がありますが、逆に巣籠需要、いわゆる貨物の通関件数が激増しており

ます。そのような状況を中央書記局及び執行部一丸となって、国会の先生方にそれら税関の実情を伝え

ることによって、今年も衆議院及び参議院の財政・財務金融委員会において全会一致で附帯決議並びに

大臣答弁の獲得にいたっております。 

 

＜メインスローガン＞ 

 組織の総力を結集し 

 健康で明るく働きがいのある職場 

 ゆとり・豊かさが実感できる生活をかちとろう！ 

＜サブスローガン＞ 

・税関職員の処遇向上をかちとろう！ 

・組織の充実・強化をはかろう！ 

・業務量に見合った定員をかちとろう！ 



 

今後、コロナ禍が続いている中にあっても大会後の 10 月には定員の要求を内閣人事局、級別定数の

要求を人事院に対して実施していくこととしております。現場の苦しい状況、歯を食いしばって働いて

いる職員の状況をしっかり訴え、新しい執行体制においても引き続き実を取れるよう、しっかりと活動

していきたいと思います。 

そのほか、現在のコロナ禍において労働組合の活動が思うようにできない中、今後の労働組合として

の活動の在り方も問われている重要な時期に差し掛かっていると思います。本日の大会の中でそれらも

含めてしっかり議論していただき、今後、我々が組合員の要求をどのような形で実をとっていくのかな

どを活動に落とし込んでいただければと思っております。 

衆議院選挙も近くなり、与野党間の対立や、今後の衆議院選挙に関するメディアでの各議員からのア

ピールなどが激化することが予想され、度々、我々国家公務員は政争の具とされることが見受けられま

すが、このような状況だからこそ、税関の使命を全うし、税関行政の発展及び組合員の要求を達成する

ため、労使一体となって活動していくことが極めて重要だと考えます。 

本日は、コロナ禍において、異例のテレビ会議形式の大会となりますが、実りある大会となるよう祈

念し、私からの挨拶に代えさせていただきます。本日はよろしくお願いいたします。 
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第 62 回定期大会において共済基金規則の規約改正が採択され 

出産給付金が増額されました！！ 

出
産
給
付
金
が
子
一
人
五
千
円
か
ら
一
万
円 

 
 

 
 

第
三
子
以
降
一
万
円
か
ら
二
万
円
に
増
額
！ 

申
請
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
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中
央
執
行
委
員
長 

奥 

平 

昌 

浩
协
東 

京
卐 

書

記

次

長 

山 

口 

剛 

聡
协
函 

館
卐 

中

央

執

行

委

員 

久 

保 

正 

臣
协
東 

京
卐 

効 
 
 

 
 

小 

村 

梨 

栄
协
東 

京
卐 

退
任
役
員
紹
介 

 

中
央
執
行
委
員
長 

倉 

本 

和 

邦
协
神 

戸
卐 

副
中
央
執
行
委
員
長 

堀 

田 

将 

恵
协
東 

京
卐 

効 
 
 

 
 

齋 

藤 

雅 

記
协
横 

浜
卐 

効 
 
 

 
 

原 

川 

佳 

也
协
名
古
屋
卐 

書

記

長 
鈴 

木 

宏 

彰
协
東 

京
卐 

書

記

次

長 
村 
岡 

和 

弥
协
門 

司
卐 

中

央

執

行

委

員 

武 
田 

 
 

靖
协
函 

館
卐 

効 
 
 

 
 

三 

浦 
慎 

也
协
函 

館
卐 

効 
 
 

 
 

浅 

野 

浩 
一
协
東 

京
卐 

効 
 
 

 
 

堀 

田 

夏 

子
协
東 

京
卐 

効 
 
 

 
 

太 

田 

美 

菜
协
東 
京
卐 

効 
 
 

 
 

秋 

山 

浩 

一
协
東 

京
卐 

効 
 
 

 
 

佐 

藤 

裕 

一
协
横 

浜
卐 

効 
 
 

 
 

脇 

中 

啓 

之
协
大 

阪
卐 

効 
 
 

 
 

長
谷
川 

兼
史
郎
协
神 

戸
卐 

効 
 
 

 
 

浦 

中 
 
 

篤
协
門 

司
卐 

効 
 
 

 
 

福 

本 

一 

也
协
長 

崎
卐 

効 
 
 

 
 

新 

里 
 
 

薫
协
沖 

縄
卐 

効 
 
 

 
 

呉 

屋 

尭 

歩
协
沖 

縄
卐 

会

計

監

査 

内 

海 
 
 

哲
协
東 

京
卐 

効 
 
 

 
 

前 

田 

義 

徳
协
横 

浜
卐 

第
62
期 

新
役
員
紹
介 

 
 

 
 東

京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
勖
！！ 
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～総会の様子～ 

各地区本部からオンラインでの参加となる青年層組合員 

横浜地区本部事務所にて 

議長を務めていただいた石黒代表（中央） 

第
14
回
青
年
委
員
会
総
会
開
催 

今
年
も
劣
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
劣
定
期
大
会
と
同
様
に
青
年
委
員
会
総
会
を
通
常
開
催
す
る
こ
と
が
非

常
に
困
難
な
状
況
の
中
劣
第
62
回
定
期
大
会
前
と
な
る
９
月
10
日
协
金
卐
に
劣
各
地
区
本
部
の
事
務
所
に
参
加
者
が
集
合
し
劣

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
第
14
回
青
年
委
員
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
劤 

 

本
総
会
に
は
劣
全
国
で
青
年
委
員
会
役
員
及
び
総
会
代
表
者
10
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
本
部
の
事
務
所
に
集
合
し
劣
活
動

経
過
報
告
劣
活
動
計
画
案
に
つ
い
て
劣
議
案
書
に
沿
勂
て
説
明
し
劣
審
議
の
結
果
劣
満
場
一
致
で
第
62
期
活
動
計
画
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
劤 

 

青
年
層
組
合
員
の
声
を
力
と
し
て
劣
青
年
委
員
会
の
総
力
を
挙
げ
て
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
き
ま
す
！ 

第
62
期
新
役
員
紹
介
协
青
年
卐 

退
任
役
員
紹
介
协
青
年
卐 

青
年

委
員

長 

呉 

屋 

尭 

歩
协
沖 

縄
卐 

副
青
年
委
員
長 

小 

林 

佑
太
朗
协
東 

京
卐 

効 
 
 

関 

口 

法 

立
协
函 

館
卐 

書

記

長 

島 

中 
 

 

翔
协
名
古
屋
卐 

執

行

委

員 

松 

本 

琉 

寿
协
横 

浜
卐 

効 
 
 

近 

藤 

隆 

也
协
大 

阪
卐 

効 
 
 

西 

原 

夕 

夏
协
神 

戸
卐 

効 
 
 

古 

川 
 
 

遼
协
門 

司
卐 

効 
 
 

渡 

辺 
 
 
 

航
协
長 

崎
卐 

 

 青
年

委
員
長 

山 

口 

剛 

聡
协
函 

館
卐 

副
青
年
委
員
長 

吉 

見 

浩 

司
协
東 

京
卐 

効 
 
 

清 

水 

隆 

行
协
横 

浜
卐 

効 
 
 

仲
宗
根 

一 

馬
协
沖 

縄
卐 

執

行

委

員 

白 

神 

勇 

貴
协
神 

戸
卐 

効 
 
 

岩 

本 

修 

一
协
門 

司
卐 

第１４回青年委員会総会スローガン 

Ｃｏｍｂｉｎｅ Ｏｕｒ Ｙｏｕｔｈ～若さをひとつに～ 

沖縄地区本部事務所にて総合司会者を務めている 

仲宗根青年副委員長（右） 

～青年委員長あいさつ～ 

山口青年委員長（函館） 

青年委員会においては、皆様にご協力いただいている各種アンケート（青年

委員会アンケート、研修関係アンケートなど）や寄せられた声を基に、課題の

解決に向けた取り組みを実施しております。 

 今後とも青年委員会の活動に対してご協力をよろしくお願いいたします！ 
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写真左：村岡書記次長 写真右：正海税関考査管理室長 

こんにちは。「はこ Bee」（はこべぇ）です。 

花粉を運び作物に花や果実をもたらす、ミツバチです。

組合員の声を運んで、みなさんの要求が実を結ぶよう

お手伝いをします。 

 

胴体のＪ、左目のＣ、右目のＵでＪＣＵなんだよ！ 

９
月
27
日
协
月
卐
劣
税
関
労
組
は
定
期
大
会
で
採
択
さ
れ
た 

助
大
会
宣
言
努 

助
税
関
職
員
の
処
遇
改
善
劣
定
員
確
保
を
勝
ち
と
る
決
議
努 

助
公
正
で
民
主
的
な
公
務
員
制
度
の
確
立
を
求
め
る
決
議
努 

及
び
劣
青
年
委
員
会
総
会
で
採
択
さ
れ
た 

助
総
会
宣
言
努 

を
劣
関
税
局
長
宛
て
助
要
望
書
努
と
し
て
税
関
考
査
管
理
室
長
に
提
出
す
る
と
と
も
に
劣
職
員
の

処
遇
改
善
劣
定
員
確
保
に
よ
り
劣
健
康
で
明
る
く
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
劣
ゆ
と
り
・
豊
か
さ
が

実
感
で
き
る
生
活
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
劣
最
大
限
の
努
力
を
要
望
し
ま
し
た
劤 

関
税
局
長
あ
て
要
望
書
を
提
出 

写真左：鈴木書記長 写真右：正海税関考査管理室長 

今
期
の
取
り
組
み
が
ス
タ
勖
ト
し
ま
し
た
劤 

課
題
の
解
決
の
た
め
に
は
劣
現
場
で
働
く
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
意

見
を
集
約
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
劤 

皆
さ
ま
が
現
場
で
抱
え
て
い
る
課
題
や
問
題
に
思
う
こ
と
を
中
央

本
部
若
し
く
は
各
地
区
本
部
執
行
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！ 


